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The increasingly busy workloads of teachers have been identified as posing particular 
difficulties in the compatibility between teaching and child rearing. Teaching while 
child-rearing is considered to be particularly difficult for female teachers. Although it is not 
solely a mother’s responsibility to balance the roles of teacher and parent, children may be 
affected by a parent’s heavy teaching workload. The current study examined the influence of 
the mother’s teaching job on their children. We conducted a qualitative analysis of children’s 
occupation-related experience, particularly among female children, who are considered to be 
most strongly affected by their mothers. The results revealed that female children whose 
mothers were teachers reported various occupation-related influences on their recognition as 
individuals (e.g., my mother cannot fulfill her mother role because of her teaching job), 
recognition in the mother-child relationship (e.g., teacher-like mothers), and social recognition 
(e.g., experiences of being treated differently because they were the child of a teacher).






と，教員の平均勤務時間は，小学校教員で 11 時間 45 分，中学校教員で 11 時間 52 分，残業時間が
過労死ラインである月 60 時間を超えている割合が，小学校で 33.5%，中学校で 57.7%となっている。
ある中学校職員室の疲弊に焦点を当てた参与観察を行った落合 (2009) によると，中学校教員は
























摘し，生活時間や家庭生活に踏み込んだ内容となっている (高橋・濱岡・勝沼，2009 : 田野井・水
本・大久保，2012 : 直井・佐藤，2013 など)。










































































提供していることが確認されている (Bogenchneider, Small & Tsay, 1997 ; Percel & Menaghan, 1994)。













ている (Raillings & Nye, 1979)。逆に，仕事に不満足な母親は，子どもに対してより拒否的，放任的
に接するようになり，適切な関わりができなくなる。こうした場合，子どもの心理状態は不安定に



















調査のために独自に作成したものであり，親の職業から受ける影響 (24 項目 6 因子 : 親の職業を加
味して評価される経験・親の職業を継ぐことの要請・親の職業をほめられる経験・優秀であるよう
にとの要請・問題を起こさないようにとの要請・親の職業が身近であること) や，親の職業に対す






















































































いた) 母親をもつ 20～30 代の社会人または職業選択が済んでいる学生の女性 10 名。調査対象者を
Table 1 に示す。
ID 年齢 職業 家族構成 母親の教科
A 24 公務員 父-母-姉-A 小学校
B 27 バイト→カフェ経営→派遣社員 父-母-姉-B 中学校
C 30 カフェ経営→バイト 父-母-C-妹 中学校
D 36 中学校教員 父-母-D-弟-弟 小学校
E 24 小学校教員 父-母-姉-姉-E 小学校
F 26 小学校教員 父-母-F-妹-妹 小学校
G 25 小学校教員 父-母-G-弟 小学校
H 23 大学生 母-兄-H-妹 小学校
I 23 大学院生 父-母-兄--I-妹 小学校























分析方法 複線径路・等至性モデル (TEM) による分析を行った。職業選択について高い継承性が
見られることから，母親の職業を継承することを意味すると考えられる「教職を選択する」を等至
点 (以下，EFP)，継承しないことを意味すると考えられる「教職を選択しない」を両極化された等
至点 (以下，P-EFP) として分析を始めた。なお，EFP，P-EFP は分析を進めるなかで，対象者にと
ってより意味のある内容が見えてきた場合は変更して分析を進めることができる。また，等至点に






対象者それぞれの TEM 図を作成し，可視化された径路を比較して，Table 2 のように類型化した。
④類型ごとの径路を Figure 2 に示した。
職業選択 教員である母親 母親である母親 対象者
Ⅰ両立継承型 教職 肯定的 満足 E,F,I
否定的 不満 D,G
肯定的 不満 C,H
Ⅲ母親継承型 教職以外 否定的 満足 A,J
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